
育
苗
管
理
、
除
草
剤
散
布
と
病
害
虫
防
除

の
ポ
イ
ン
ト 

 

近
年
、
育
苗
期
間
中
の
気
温
が
高
く
、

苗
立
枯
病
や
徒
長
苗
の
発
生
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
天
候
不
順
に
よ
る

病
害
虫
の
発
生
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
次

の
ポ
イ
ン
ト
に
留
意
し
、
健
苗
育
成
と

適
正
な
防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

１ 

育
苗
管
理 

（
１
）
育
苗
箱
・
培
土
の
消
毒 

 

苗
立
枯
病
対
策
と
し
て
育
苗
箱
の
消

毒
を
行
う
と
と
も
に
、
購
入
し
た
培
土

の
消
毒
も
行
い
ま
し
ょ
う
。 

（
２
）
種
子
更
新
と
比
重
選 

 

種
子
は
自
家
採
種
せ
ず
、
毎
年
更
新

し
ま
し
ょ
う
。
比
重
選
は
、
未
熟
粒
を

取
り
除
き
発
芽
率
を
高
め
る
と
と
も
に
、

い
も
ち
病
や
も
み
枯
細
菌
病
の
罹
病
種

子
の
除
去
を
行
い
ま
す
（
表
１
）
。 

（
３
）
種
子
消
毒 

 

薬
剤
は
い
も
ち
病
、
ば
か
苗
病
、
も

み
枯
細
菌
病
に
適
用
の
あ
る
も
の
を
選

び
、
浸
漬
中
に
か
く
拌
し
て
消
毒
液
が

全
体
に
行
き
渡
る
よ
う
に
し
ま
す
。 

（
４
）
浸
種
・
催
芽 

 

ハ
ト
ム
ネ
状
態
に
な
る
ま
で
浸
種
し

（
目
安
：
日
平
均
水
温
の
積
算
で
約
１

０
０
℃
）
、
芽
の
伸
び
す
ぎ
に
注
意
し

ま
す
。 

 

        

（
５
）
播
種
・
出
芽 

 

播
種
は
厚
播
き
を
避
け
（
表
２
）
、

軟
弱
徒
長
や
苗
立
枯
病
の
予
防
に
努
め

ま
し
ょ
う
。
出
芽
は
高
温
障
害
（
高
温

に
よ
る
ヤ
ケ
）
や
も
み
枯
細
菌
病
対
策

と
し
て
、
２
８
℃
を
超
え
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

（
６
）
出
芽
後
の
水
管
理 

 

出
芽
直
後
は
湿
害
に
よ
る
生
育
不
良

を
防
ぐ
た
め
、
ジ
ョ
ウ
ロ
な
ど
で
上
か

ら
か
ん
水
し
ま
す
。
緑
化
し
た
ら
プ
ー

ル
に
２
ｃ
ｍ
程
度
水
を
張
り
、
表
面
が

乾
い
た
ら
入
水
を
行
い
ま
す
。
水
温
の

上
が
り
す
ぎ
に
注
意
し
、
時
々
水
の
入

れ
替
え
を
し
て
、
徒
長
や
根
腐
れ
し
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
す
。 

（
７
）
苗
の
追
肥 

 

２
～
３
葉
期
頃
に
肥
切
れ
が
見
ら
れ

た
ら
、
１
箱
あ
た
り
水
５
０
０
ｍ
ｌ
に

対
し
硫
安
３
～
５
ｇ
を
溶
い
て
追
肥
し

ま
す
。
葉
に
硫
安
水
が
残
る
場
合
は
、

上
か
ら
水
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。 

表１ 比重液の作り方 

表２ 播種量と育苗期間の目安 



２ 

水
稲
除
草
剤
散
布
時
の
注
意
点 

抵
抗
性
雑
草
発
生
防
止
の
た
め
、
同

一
薬
剤
の
連
用
は
避
け
、
成
分
の
違
う

薬
剤
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
ょ
う
。

ほ
場
整
備
を
て
い
ね
い
に
行
い
、
漏
水

を
防
ぎ
ま
す
。
農
薬
散
布
時
は
水
口
と

水
尻
を
し
っ
か
り
止
め
、
湛
水
状
態
を

保
ち
、
農
薬
散
布
後
の
７
日
間
は
掛
け

流
し
や
落
水
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

高
温
時
の
散
布
は
薬
害
を
助
長
す
る
こ

と
が
あ
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

薬
害
発
生
時
は
、
数
日
間
水
を
切
っ
て

根
の
発
根
を
促
す
よ
う
に
し
ま
す
。 

 

「
田
植
え
同
時
処
理
」
で
除
草
剤
を
散

布
す
る
場
合
は
、
散
布
機
か
ら
出
る
薬

量
の
調
製
を
し
っ
か
り
行
い
、
植
え
付

け
幅
を
超
え
て
薬
剤
が
飛
散
し
な
い
よ

う
に
し
ま
す
。
ま
た
、
代
か
き
と
田
植

え
の
間
隔
が
長
く
な
る
と
土
が
固
く
な

り
、
植
え
穴
の
戻
り
が
悪
く
な
る
こ
と

で
薬
害
の
発
生
に
つ
な
が
る
た
め
注
意

が
必
要
で
す
。 

３ 

病
害
虫
防
除 

（
１
）
い
も
ち
病 

 

葉
い
も
ち
（
写
真
１
）
は
低
温
（
２

５
℃
前
後
）
で
湿
度
が
高
く
、
夜
露
が

切
れ
に
く
い
条
件
が
続
く
と
発
生
し
や

す
く
、
穂
い
も
ち
（
写
真
２
）
は
病
斑

が
止
め
葉
に
多
く
形
成
さ
れ
た
り
、
出

穂
後
に
低
温
と
降
雨
が
連
続
す
る
と
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

 

種
子
消
毒
、
箱
施
用
剤
、
本
田
発
生

初
期
や
出
穂
期
前
後
の
薬
剤
散
布
で
防

除
し
ま
す
。
窒
素
過
多
は
発
生
を
助
長

す
る
た
め
、
適
切
な
肥
培
管
理
を
行
い

ま
し
ょ
う
。 

         

（
２
）
ば
か
苗
病
（
写
真
３
） 

 

糸
状
菌
（
カ
ビ
）
に
よ
る
病
害
で
主

に
種
子
伝
染
し
ま
す
。
育
苗
中
は
茎
葉

が
黄
化
し
、
細
く
長
く
伸
び
て
徒
長
し

ま
す
。
本
田
で
も
黄
化
し
て
徒
長
し
ま

す
が
、
や
が
て
枯
死
し
ま
す
。
被
害
苗

を
確
認
し
た
ら
抜
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

本
田
で
発
生
が
見
ら
れ
た
ら
株
ご
と
抜

き
取
り
、
土
中
に
埋
没
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。 

     

写真１ 葉いもち 写真２ 穂いもち 



   

（
３
）
紋
枯
病
（
写
真
４
） 

夏
期
の
高
温
多
湿
で
多
発
し
ま
す
。
被

害
が
増
加
す
る
と
越
冬
菌
核
の
増
加
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
令
和
４
年
産
は
紋

枯
病
の
発
生
に
よ
る
倒
伏
や
坪
枯
れ
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
適
正
な
肥
培
管
理
で

過
繁
茂
を
防
ぎ
、
箱
施
用
剤
や
本
田
で

の
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

     

（
西
部
農
業
事
務
所
普
及
指
導
課 

農
畜
産
指
導
係 

北
爪 

雅
恵
） 

写真４ 紋枯病 写真３ ばか苗病 

（本田での症状） 


